
令和３年度  宇都宮市立五代小学校 学校評価書 

 
１ 教育目標（目指す児童像含む） 

豊かな心と健康な体をもち，知性と創造性に富む実践力のある子どもの育成   

自分で考え 進んで学ぶ子（自主・創造）    明るく 思いやりのある子（自立・共生）  

健康で ねばり強い子（健康・意志）        礼儀正しく 責任を果たす子(礼儀・責任） 

＜合言葉：かしこく やさしく たくましく 礼儀正しい 五代の子＞ 

 

２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 

子供が，教職員が，保護者が，地域の人々が，誰もが生き生きと輝く学校をめざす。 

(1) 子供が夢や目標に向かって 主体的に活動に取り組む学校 

(2) 知・徳・体の調和のとれた発達と協働する力を育む学校 

(3) 教職員が専門性を発揮し，チーム力を高めて創意工夫に取り組む学校 

(4) 児童・保護者・地域 との信頼 関係を築き，家庭や地域の教育力を生かす学校 

 

３ 学校経営の方針（中期的視点） ※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針は文頭に○印を付ける。 

(1) ○授業の充実（楽しく，どの子にも分かる授業）  

(2)  特別支援教育の推進（プロジェクトチームによる協力体制の強化をめざす） 

(3)  読書活動の充実（量的な向上のみならず，質的な向上をめざす） 

(4)  道徳教育の充実（豊かな心と道徳的実践力の育成をめざす） 

(5)  交流や体験学習を通して，人と関わることの喜びや達成感，自己肯定感を育む活動の充実 

(6) ○きまりを守り，礼儀正しい生活ができる等，規範意識の育成 

 

 

４ 今年度の重点目標（短期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○印を付ける。 

【 学 校 運 営 】 

・チーム五代…全教職員が互いに連携，支え合い，チーム力を高めながら活気ある学校づくりを推進 

・特色ある学校づくり…地域の教育力をこれまで以上に有効に活用して特色ある教育活動を推進 

・地域とともにある学校づくり…地域協議会と一体となり地域ととともにある学校づくりを推進 

【 学 習 指 導 】 

基礎基本を確実に習得するとともに主体的に学習に取り組み，課題を解決し，自分の学びを深めていこうとする児童を育成する。 

・学び合う（伝える・まとめる・振り返る）力の向上…自ら考え，分かりやすく表現できるようにするための「宇都宮モデル」の活用等，授業の進め方の工夫 

○基礎・基本定着…基礎・基本定着のための「宇都宮モデル」の活用と家庭学習の習慣化 

・授業改善…よりよい授業を目指した学力調査等の結果を分析・活用した授業改善 

・個に応じた指導，支援の推進…一人一人に応じたきめ細やかな指導（少人数指導・かがやきルームとの連携含む）の継続による着実な知識・技能の習得  

【 児 童 生 徒 指 導】 

一人一人を受容的・共感的に理解することを基盤に心の教育を充実させ，自己有用感や規範意識，たくましさを涵養する。(帰属意識の高い学級づくり） 

・自己有用感・ 自己肯定感の高揚…自己有用感や自己肯定感を高めるための認め励ます指導の推進 

○あいさつ促進…進んで元気なあいさつができるようにするための，児童主体のあいさつ運動の促進 

○いじめゼロ推進…すべての児童が楽しく明るく生活できるようにするためのいじめゼロ運動の推進 

・豊かな心の育成…豊かな心を育むための地域の教育資源を生かした体験活動や道徳教育の実施 

【健 康（体力・保健・食・安全）】 

健康に関する自己管理能力や体力の向上，安全に配慮し行動できる力，望ましい生活習慣や食習慣を身に付ける力を育てる。 

・安全指導の推進…自分の命を守る行動力を身に付けるための，安全指導の推進 

○食育の推進…自らの健康を管理する力を身に付けるための，保健教育と食育の推進 

○体力の向上…進んで運動し体力を高めるための外遊びの奨励や各種体力検定の実施，体育授業の工夫 

・たくましさの涵養…心身のたくましさを育むための，学習や生活上の目標達成に向けた努力継続の支援 

若松原地域学校園教育ビジョン「つなげよう学び きたえよう心と体 共にのびようＷＧＳ学校園」 

  9 年間の学校教育にかかわる教職員が，その思いと責任を共有し，連携して児童生徒の発達段階に応じた一貫性の

ある指導を継続的に実践する。 



６ 自己評価（評価項目のＡは市共通，Ｂは学校独自を示す。） 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

※「主な具体的な取組」の方向性には，Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入する。 
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Ａ１ 児童は，進んで学習

に取り組んでいる。 

【数値指標】 

児童アンケート「児童

は，授業中，話をしっかり

と聞いたり，発表したりす

るなど，進んで学習に取り

組んでいる」 

⇒肯定的回答 85％以上 

① 小テスト，まとめテストや授業で学

んだ内容の習熟問題を行い，確実な定

着を目指す。また，計画的な朝の学習

の時間の活用や，学年に応じた内容の

宿題を通して，基礎的な学力の向上を

図る。 

 

 

② 学習問題からまとめまでを構造的

に板書し，ノートとの一体化を図り，

整理された分かりやすいノートの取

り方を指導していく。 

 

③ 単元を通した学習課題を設定し，ペ

ア学習やグループ学習など，児童が意

欲的に学習に取り組める学習形態を

工夫しながら問題解決的な学習を仕

組んでいく。 

 

Ａ２ 児童は，思いやりの

心をもっている。 

【数値指標】 

 保護者アンケート「児童

は，誰に対しても，思いや

りの心をもって優しく接

している」 

⇒肯定的回答 85％以上 

① 特別の教科道徳の授業の充実を図

るとともに，実践したデータ，資料等

は学年ごとに保管，整理し，いつでも

活用できるようにする。 

 

 

② 授業外においても，児童の思いやり

を認め，褒めていく。また,感謝の気持

ちを言葉として表すことのよさを伝

えていくことで，思いやりの心を醸成

していく。 

 

③ 全校一斉の道徳の授業参観を実施

し，全校体制で心の教育を進めている

ことを，保護者や地域住民に伝えてい

く。 

 

Ａ３ 児童は，きまりやマ

ナーを守って，生活をし

ている。 

【数値指標】 

 児童アンケート「児童

は，きまりやマナーを守っ

て，生活をしている」 

⇒肯定的回答 80％以上 

①「学習の約束」を教室に掲示し，教師

自らが行動に表し，常時児童の意識付

けを図り，自己評価をする。 

 

 

② 児童の実態に即して，月目標を具現

化した週の生活目標の設定を工夫す

るとともに，全職員の共通理解に基づ

いた基本的生活習慣に関する指導を

徹底する。また，児童指導部会を中心

に，全校体制で規範意識を高められる

ようにする。 

 

③「五代の子１０の約束」と「五代の子

の一日」の提示を工夫し，教職員が足

並みを揃えた指導に当たるとともに，

学期終わりや長期休業前に児童の生

活を振り返らせる機会を与え，学級の

児童一人一人の個別指導の充実を図

る。 

 



④ 毎職員会議後の，特別支援を要する

児童の経過報告や児童指導委員会に

おいての事例研究などの研修を実施

し，児童理解に努める。 

 

⑤ 若松原地区児童生徒指導強化連絡

会により，学校間の連携を図る。 
 

⑥ 学級懇談会の充実や育成会・自治会

等の協力，家庭・地域との連携を強化

するとともに，各種便り，学校ホーム

ページを利用して児童の様子を発信

していく。 

 

Ａ４ 児童は，時と場に応

じたあいさつをして

いる。 

【数値指標】 

児童アンケート「児童

は，時と場に応じたあいさ

つをしている」 

⇒肯定的回答 85％以上 

保護者アンケート「児童

は，時と場に応じたあいさ

つをしている」 

⇒肯定的回答 80％以上 

① 常時指導及び定期的に児童会を中

心としたあいさつ運動を実施すると

ともに，保護者や地域住民の協力を得

ながら，校内外でのあいさつ指導の徹

底を図る。 

 

 

② 教職員が手本を示し，下級生の手本

となるように，上学年児童のあいさつ

指導を強化する（登校班長，縦割り班

班長の指導等）とともに，小中一貫教

育地域学校園の中学生徒と合同のあ

いさつの日(年 7回)を実施する。 

 

③ 各種たよりや学校ホームページ等

にあいさつ運動の取組を紹介したり，

あいさつを啓発する内容を載せたり

することで，家庭との連携を図る。 

 

Ａ５ 児童は，目標に向か

ってあきらめずに，粘

り強く取り組んでい

る。 

【数値指標】 

児童アンケート「私は，

夢や目標に向かってあき

らめずに，粘り強く取り組

んでいる」 

⇒肯定的回答 85％以上 

① 目標を設定する際には，児童の実態

に合った達成できそうな目標を設定

するようにし，「できた」という達成感

を積み重ねていくようにする。 
 

 

② 目標に向けて努力している様子を

振り返る時間を設けるとともに，児童

が目標に向かって努力している姿や

伸びを認める称賛の言葉掛けをする。  

Ａ６ 児童は，健康や安全

に気を付けて生活し

ている。 

【数値指標】 

児童アンケート「児童

は，健康や安全に気を付け

て生活している」 

⇒肯定的回答 85％以上 

① 汗の始末，手洗い・うがい（咳エチ

ケットやマスクの着用等）を通して，

かぜやインフルエンザ対策の指導を

より一層徹底し，よりよい生活習慣を

身に付けさせるとともに，健康な児童

の育成に努める。また，給食後の歯磨

き指導を徹底し，むし歯の予防に努め

る。 

 

 

② 靴下や下着を着用したり，冬期に長

袖の体育着を着用したりすることを，

文書で積極的に家庭に依頼し，児童・

保護者の意識の高揚に努める 

 



③ スタンダードダイアリーを活用す

ることにより，家庭との連絡を密に

し，指導に生かせるようにする。 

 

④ 集団登下校の実施，自転車乗車時の

ヘルメット着用，交通安全教室，防犯

教室，不審者侵入想定避難訓練，緊急

時を想定した児童引渡し訓練，｢安全

安心マップ」の作成などを通して，自

己保全能力（自分の命は自分で守る）

の育成を図る。なお，下校指導には全

職員が当たるとともに，地域ボランテ

ィアと連携して安全の確保に一層努

める。 

 

Ａ７ 児童は，夢や目標を

もって，社会に貢献で

きるよう努力してい

る。 

【数値指標】 

児童アンケート「私は，

夢や目標に向かってあき

らめずに，粘り強く取り組

んでいる」 

⇒肯定的回答 85％以上 

① 学級のためになる活動を児童に考

えさせるなど，学級活動，係活動の充

実を図る。その際，自分の得意なこと

を生かして自主的・自発的に取り組め

るようにする。 

 

 

② 道徳の「夢や目標に向かって努力す 

るすばらしさ」（希望と勇気，努力と

強い意志）についての学習を継続的に

行う。  

Ａ８ 児童は，英語を使っ

てコミュニケーショ

ンしている。 

【数値指標】 

 児童アンケート「児童

は，外国語活動の授業や

ALT との交流の際に，英語

を使ってコミュニケーシ

ョンしている」 

⇒肯定的回答 85％以上 

① 外国語活動の授業においては，ALT

との連携を図り，児童が興味・関心を

もって取り組める課題を設定し，コミ

ュニケ―ションの必要性や楽しさを

実感できるような授業を行う。 
 

 

Ａ９ 児童は，宇都宮の良

さを知っている。 

【数値指標】 

児童アンケート「私は，

宇都宮の良さを知ってい

る」 

⇒肯定的回答 80％以上 

①  総合的な学習の時間や社会科，生

活科，道徳等で地域や宇都宮市のよ

さについて具体的に取り上げる。 

 

 

 

②  「宇都宮学」を計画的に実施し，

郷土への愛情と誇りの醸成に努め

る。 

 

Ａ10 児童は，ＩＣＴ機器

や図書等を学習に活

用している。 

【数値指標】 

児童アンケート「児童は，

パソコンや図書等を学習

に活用している」 

⇒肯定的回答 85％以上 

① ICT 機器の活用に関する情報交換

や ICT 機器を活用した研究授業の実

施により，ICT 機器の積極的な活用を

図る。 

 

 

② 図書室と連携を図った授業の年間

指導計画への位置づけや図書ボラン

ティアとの連携による読み聞かせに

より，図書の積極的活用を図る。 

 



Ａ11 児童は，高齢者に対

する感謝やいたわり

の心をもっている。          

【数値指標】 

児童アンケート「児童

は，誰に対しても，思いや

りの心をもって優しく接

している」 

⇒肯定的回答 85％以上 

① 高齢者や地域の方とふれあう活動

の前後に感謝や思いやりの心をもて

るよう指導する。 
 

 

② 学校行事や特別の教科道徳でも，高

齢者との接し方について考えさせ，誰

に対しても思いやりの心をもって接

することができるようにする。 
 

Ａ12 児童は，「持続可能

な社会」について，関

心をもっている。 

【数値指標】 

 児童アンケート「児童

は，環境問題や防災等の

「持続可能な社会」につい

て，関心をもっている」 

⇒肯定的回答 80％以上 

① 社会科や理科，道徳，総合的な学習

の時間等で，環境問題や持続可能な社

会について取り上げ，自分事として考

え行動することができるように学年

に応じた指導を行う。 

 

 

 

② 環境保全を目的としたエコキャッ

プ回収やクリーン活動，ゴミの分別な

どの活動を継続して行う。  

Ｂ1 児童は楽しい学校生

活を送っている。 

【数値指標】 

児童アンケート「私は，

楽しい学校生活を送って

いる」 

⇒肯定的回答 90％以上 

① アンケートをもとに，計画的に教育

相談を行い，必要に応じて個別に実施

することを通して，児童一人一人が楽

しく学校生活を送ることができるよ

うにする。 

 

 

② 学級満足度調査（Ｑ－U テスト）の

結果を職員で検討し，検討した結果を

学級経営に生かし，児童にとって楽し

く安心して生活できる学級づくりに

努める。 

 

③ 学年会等で学級の状況を伝え合い，

配慮を要する児童への対応や学級経

営について情報交換や意見交換を行

う。 

 

④ 集会活動の実施方法や形態を工夫

し，児童が活躍できる場や認め合える

場を設ける。 

 

Ｂ2  児童は，進んで本を

読んでいる。 

【数値指標】 

児童アンケート「私は読

書が好きで，進んで本を読

んでいる」 

⇒肯定的回答 80％以上 

① 学年ごとに音読カードや読書の記

録カードを活用し，読書を奨励する。

読書の量だけでなく質的な向上をめ

ざす。 

 

 

② 児童の興味・関心を喚起する本や学

習に役立つ本の購入を心掛けるとと

もに，図書室の環境構成や運営（図書

だよりの内容の充実等）を工夫し，貸

し出し冊数の向上を図る。 

 

③ ボランティア（「おはなし会ぽけっ

と」や「雀宮おはなし会」など）・7学

年の職員・委員会児童等による読み聞

かせを推進し，読書への関心・意欲を

高める。 

 



④ 朝の読書の日は，時間までに本を選

び着席して，準備させる。教職員もい

っしょに読書をすることで，児童への

啓発を図る。 

 

⑤ 家庭における読書の習慣化を図る

とともに，読書を通したコミュニケー

ションの機会として長期休業中など

に親子読書を勧める。 
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Ａ13 教職員は，特別な支

援を必要とする児童

の実態に応じて，適切

な支援をしている。 

【数値指標】 

教職員アンケート「教職

員は，特別な支援を必要と

する児童や外国人児童等

の実態に応じて，適切な支

援をしている」 

⇒肯定的回答 95％以上 

① 校内支援委員会やプロジェクトチ

ームによる指導の協力体制を強化し，

特別支援教育の推進に努める。 

 

 

② 外部機関と連携し，全体で共通理解

を図りながら，組織的な対応を行う。 

 

 

③ 一人一人の特性に応じた教育支援

を行い，児童が生き生きと学習や生活

ができるように努める。 
 

Ａ14 教職員は，いじめが

許されない行為であ

ることを指導してい

る。 

【数値指標】 

児童アンケート「先生方

は，いじめが許されないこ

とを熱心に指導してくれ

る」 

⇒肯定的回答 95％以上 

保護者アンケート「学校

はいじめ対策に熱心に取

り組んでいる」 

⇒肯定的回答 80％以上 

① 4 月の学級開き，道徳や学級活動，

朝や帰りの会の時間を利用し「いじめ

は絶対に許さない」ということを言い

続けることで，いじめを許さないとい

う意識を高める。 

 

 

② いじめの早期発見・早期対応のた

め，5 月，10 月，12 月，2 月に「いじ

めにかんするアンケート」を実施し，

面談を行い，いじめの早期発見と早期

解決に努める。また，日頃の教育相談

を充実させるとともに，年 2 回教育相

談週間を設定し，児童の不安感等の解

消を図る。 

 

③ 児童主体のいじめゼロ集会を実施

することで，いじめについて深く考

え，いじめをしない雰囲気を醸成す

る。 

 

④ 「うつのみやいじめゼロ宣言」を活

用し，いじめゼロ運動を推進し，いじ

め根絶の気運を醸成するとともに，学

年だよりやホームページにいじめゼ

ロ強調月間(５月，９月)の取組を掲載

する。 

 

Ａ15 教職員は，不登校を

生まない学級経営を

行っている。 

【数値指標】 

保護者アンケート「教職

① 児童一人一人の特徴を生かすこと

ができる係活動を工夫したり，帰りの

会等で一人一人の良さを認める場面

を設けたりして，一人一人に居がいの

ある学級経営を行う。 

 

 



員は一人一人の児童を大

切にし，児童がともに認め

励まし合う学級づくりを

行っている」 

⇒肯定的回答 85％以上 

② 欠席した児童への電話連絡や家庭

訪問を的確に実施し，家庭との連携を

図る。また，児童の頑張りや良さを伝

えていくことで，児童，保護者と信頼

関係を築いていく。 

 

Ａ16 教職員は，外国人児

童生徒等の実態に応

じて，適切な支援をし

ている。 

【数値指標】 

教職員アンケート「教職

員は，特別な支援を必要と

する児童や外国人児童等

の実態に応じて，適切な支

援をしている」 

⇒肯定的回答 95％以上 

① 社会や総合的な学習の時間の学習

を通して，多様な文化について理解さ

せるとともに，様々な考え方に対する

寛容性を養い，受け入れることができ

るようにする。 

 

 

Ａ17 学校は，活気があ

り，明るくいきいきと

した雰囲気である。 

【数値指標】 

児童アンケート「私は，

今の学校が好きです」 

⇒肯定的回答 85％以上 

① 授業や特別活動，なかよし班活動な

どにおいて，児童が協力しながら主体

的に活動する場を設定し，「他者との

かかわり」を大切に適切な支援を行

う。 

 

 

② 特設時間の他に児童会を中心に「な

かよし班で遊ぶ日」等を設定し実施す

る。 

 

③ 諸計画は，「新学習指導要領」「宇 

都宮市学校教育スタンダード」「宇都

宮市小中一貫教育」「宇都宮市小中学

校体力向上推進計画」等の趣旨を踏ま

え，修正を加え，継続実践する。 

 

④ 小中一貫教育実施に伴い，相互乗り

入れ授業等児童生徒の健全育成のた

めの方策を考え，実践する。  

Ａ18 教職員は，分かる授

業や児童にきめ細か

な指導を行い，学力向

上を図っている。 

【数値指標】 

 児童アンケート「先生方

の授業は分かりやすく，一

人一人に丁寧に教えてく

れる」 

⇒肯定的回答 95％以上 

① 学習のねらいを明確にし，そのねら

いを達成するための具体的方策を工

夫する。児童が興味・関心をもって授

業に臨めるような課題を設定すると

ともに，「学習問題」を明確にし，「ま

とめ」「振り返り」を意識した分かる授

業を組み立てる。 

 

 

② 分かる授業を展開するために，｢一

人一授業｣(研究授業)を実践し，自己研

修と授業力向上に努める。また，学年

会や研修等で，「分かる授業」として成

果を上げた授業や教材を他教員に紹

介する。 

 



③ 「『宇都宮市学校教育スタンダード』

に基づく授業力向上について」の「分

かる授業」チェックリスト（自校化し

たもの）を活用し，授業評価を行い，

授業力向上を図る。 

 

Ａ19 学校に関わる職員

全員がチームとなり，

協力して業務に取り

組んでいる。 

【数値指標】 

教職員アンケート「学校

に関わる職員全員がチー

ムとなり，協力して業務に

取り組んでいる」 

⇒肯定的回答 90％以上 

① 些細なことについても教職員の共

通理解を図り，目的やそれぞれの役割

を考えながら業務に取り組めるよう

に，掲示板や打合せを有効に活用す

る。 

 

 

② PDCA サイクルを位置づけた活用

計画や運用計画を作成し，業務にあた

る。  

Ａ20 学校は，教職員の勤

務時間を意識して，業

務の効率化に取り組

んでいる。 

【数値指標】 

教職員アンケート「学校

は，教職員の勤務時間を意

識して，業務の効率化に取

り組んでいる」 

⇒肯定的回答 85％以上 

① 掲示板を効果的に活用し，会議や打

合せを精選する。 

 

 

 

 

② PDCA サイクルを位置づけた活用

計画や運用計画を作成し，スタッフ間

の連携・協力を促進し，業務の重なり

や非効率な点がないかを精査改善す

る。 

 

Ａ21 学校は，「小中一貫

教育・地域学校園」の

取組を行っている。 

【数値指標】 

児童アンケート「学校

は，小学生や中学生が交流

する活動を行っている」 

⇒肯定的回答 80％以上 

① 有意義な乗り入れ授業や中学校訪

問になるよう，担当者をはじめ，関わ

る職員が事前打合せを適切に行う。ま

た，互いの授業を参観する機会を設け

るなど，職員が相互理解を図ることが

できるようにする。 

 

 

② 学校行事や地域学校園行事におい

て，児童生徒が可能な限り交流をもつ

ことができるように計画する。（運動

会など） 

 

③ 若松原地域学校園内で研究授業に

参加し合えるように働き掛け，相互理

解を進め，小･中学校間の学習での接

続を意識した連携を行っていく。 

 

Ａ22 学校は，地域の教育

力を生かした特色あ

る教育活動を展開し

ている。 

【数値指標】 

児童アンケート「私は，

① 生活科や総合的な学習の時間を中

心に地域の特徴や人材を生かした教

育活動について内容を精選しながら

展開し，地域に対する理解を深め，地

域に対する愛着を深めることができ

るようにする。 

 

 



地域や企業の方々と一緒

に活動することで学習が

充実し，楽しい」 

⇒肯定的回答 85％以上 

② 依頼内容を明確にした「学習ボラン

ティア依頼書」を作成し，地域コーデ

ィネーターを通して募集した地域や

保護者の学習ボランティアとの打合

せを密に行うことで効果的な学習に

結び付けるとともに，ボランティアの

方々への感謝の気持ちをもたせるよ

うにする。 

 

Ａ23 学校は，家庭・地域・

企業等と連携・協力し

て，よりよい児童の育

成に取り組んでいる。 

【数値指標】 

児童アンケート「私は，

地域や企業の方々と一緒

に活動することで学習が

充実し，楽しい」 

⇒肯定的回答 85％以上 

地域住民アンケート「学

校は，家庭・地域・企業等

と連携・協力して，教育活

動や学校運営の充実を図

っている」 

⇒肯定的回答 90％以上 

① 家庭や地域，企業等と連携を図り，

「出前授業」等で児童の学びにつなげ

るようにする。 

 

 

② 地域協議会委員が，児童の学習の様

子を参観する機会を設ける等して児

童の実態を知らせる。 

 

③ 低学年における幼・保・小連携の推

進や，「五代夏まつり」，地域の行事等

への参加を通して，児童に地域との関

わりをもたせる。 

 

④ 学校・家庭・地域間の連絡を密にし，

登下校等について話し合うなどして

児童の安全確保に努める。 
 

Ａ24 学校は，利用する人

の安全に配慮した環

境づくりに努めてい

る。 

【数値指標】 

 保護者アンケート「学校

は，利用する人の安全に配

慮した環境づくりに努め

ている」 

⇒肯定的回答 85％以上 

① 月に 1度の安全点検や日常的な点検

を実施し，校舎内外の整備や保全に努

める。 

 

 

 

Ａ25 学校は，学習に必要

なＩＣＴ機器や図書

等を整えている。  

【数値指標】 

保護者アンケート「児童

は，パソコンや図書等を学

習に活用している」 

⇒肯定的回答 80％以上 

① １人１台端末の積極的な利用を中

心とした，ICT機器の活用を図る。 
 

 

② 地域協議会学習支援ボランティア

(図書ボランティア)と連携し,図書室

の環境整備を行う。 
 

Ｂ3 学校は，学校全体で，

家庭での学習習慣の

形成を図っている。 

【数値指標】 

児童アンケート「私は，

家庭で学習する習慣がで

きている」 

⇒肯定的回答 85％以上 

① 低中高別保護者向けに作成した「家

庭学習の手引き」を配付し，懇談会等

で家庭の理解と協力を呼びかける。そ

の際，県教育委員会のリーフレットや

市教育委員会のスタンダード等を参

考にし，説得力ある説明を心がける。 

 

 

② 実態にあった宿題を適切に出すと

ともに，自主学習の仕方や内容を示

し，自主学習への取組も工夫する。 

 



③ 「家庭学習強化週間」（年２回）を実

施し，計画的な家庭学習の仕方の指導

を充実させ，保護者への啓発を図る。 

 

本

校

の

特

色

・

課

題 

等 

Ｂ4  教職員は，児童が主

体的に学習に取り組

むことができるよう

な指導法を工夫して

いる。 

【数値目標】 

児童アンケート「先生

は，自分から進んで勉強に

取り組むことができるよ

うに教えてくれる」 

⇒肯定的回答 90％以上 

① 各他教科等において，興味関心を持

てる内容と絡めたり，学習方法や発表

の仕方等を自ら選択できる場を設定

したりして，児童が主体的に学習に取

り組むことができるように指導を工

夫する。 

 

 

② 各教科の関連を図りながら，児童が

互いに学び合うことができるように

するため，考える授業・話し合う授業

を展開する。 

 

③ 「話合いの名人になろう」を活用し，

自分の考えをまとめ，進んで「発表す

る」「伝える」態度の育成に取り組む。 

 

Ｂ5  学校は，道徳教育や

授業，様々な活動等を通

して「心の教育」を推進

し，豊かな人間性を育て

ている。 

【数値目標】 

児童アンケート「学校

(高学年：道徳や授業，体験

活動など)は，いろいろな

人と助け合って仲よく生

活することを教えてくれ

る」 

⇒肯定的回答 90％以上 

① 全校一斉の特別の教科道徳の授業

参観を実施し，全校体制で心の教育を

進めていることを，保護者や地域住民

に伝えていく。 

 

 

② 各学年で蓄積してきた教材を整理

し保管する場所や方法を工夫するこ

とにより，より使いやすくしていく。 

 

③ 全校一斉の特別の教科道徳の授業

参観を実施する。 
 

④ 年長さんを迎える会などのふれあ

い活動や総合的な学習の時間の活動

などを通して，幼稚園や保育所，地域

との交流を図りながら，児童の自主

性・創造性・協調性・実践力が育つよ

う指導・支援を行う。 

 

⑤ なかよし班や縦割り清掃班の中で

様々な学年の友達といっしょに活動

することを通して,充実した異学年交

流活動ができるようにする。 

 

 

〔総合的な評価〕 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

 

 

７ 学校関係者評価 

 

 

８ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）  

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

 

 


